
 

 

平成２８年３月３０日 

 

 

株式会社えがおに対する景品表示法に基づく措置命令について  

 

消費者庁は、本日、株式会社えがおに対し、消費者庁及び公正取引委員会（公正

取引委員会事務総局九州事務所）の調査の結果を踏まえ、景品表示法第６条の規定

に基づき、措置命令（別添参照）を行いました。 

株式会社えがおが供給する「えがおの黒酢」と称する食品の痩身効果に係る表示

について、景品表示法に違反する行為（表示を裏付ける合理的根拠が示されず、同

法第４条第２項の規定により同条第１項第１号（優良誤認）に該当）が認められま

した。 

 

１ 違反行為者の概要 

名 称 株式会社えがお（法人番号 6330001004977） 

所 在 地 熊本市東区東町四丁目１０番１号 

代 表 者 代表取締役 北野 忠男 

設立年月 平成２年８月 

資 本 金 １億円（平成２８年３月現在） 

 

２ 措置命令の概要 

⑴ 対象商品 

「えがおの黒酢」と称する食品（別紙１） 

 

⑵ 対象表示 

ア 表示の概要 

(ｱ) 表示媒体 

自社ウェブサイト（別紙２及び別紙３） 

(ｲ) 表示期間 

a  平成２５年３月１９日から平成２６年９月３０日まで（別紙２） 

b  平成２６年５月２２日から平成２７年５月３０日まで（別紙３） 

(ｳ) 表示内容 

株式会社えがおは、例えば、次のとおり記載することにより、あたかも、

対象商品を摂取するだけで、特段の運動や食事制限をすることなく容易に著

しい痩身効果が得られるかのように示す表示をしていた。 

○ 「アミノ酸一般食酢の１２０倍のえがおの黒酢でダイエットサポート！」

と記載 

○ 「『黒酢』に含まれたアミノ酸のメラメラパワー！」と記載 
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○ 「不足していたのはメラメラ力だったんですね・・・」と記載 

○ 「人より効果が出にくい私。最初からアミノ酸を使ってたら・・・」と記

載 

○ 「タンスの奥のジーンズが出せた！」と記載 

○ 「運動量は変わらないのに遂に出産前のスタイルに！」と記載 

○ 「えがおの黒酢であっという間の目標達成！その仕組みとは？」と記載 

○ 「たとえば、脂肪１ｋｇ（約７，０００ｋｃａｌ）を燃やすにはこんな運

動＆食事制限が必要なんです。」、「ウオーキング約６３時間！」、「平泳ぎ

約１３時間！」、「絶食約７日！」、「こんなに？できない！」と記載 

○ 「そこで注目したいのが人が本来持っている“メラメラ力！”という名の

力！」、「そうです！このメラメラ力！をサポートすれば本来の力をぐんぐ

ん高めることが出来るのです！！」と記載 

イ 実際 

前記アの表示について、消費者庁は、景品表示法第４条第２項の規定に基づ

き、株式会社えがおに対し、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料

の提出を求めた。株式会社えがおから資料は提出されたが、当該資料は当該表

示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものとは認められなかった。 

 

⑶ 命令の概要 

ア 前記⑵アの表示は、対象商品の内容について、一般消費者に対し、実際のも

のよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであ

る旨を、一般消費者へ周知徹底すること。 

イ 再発防止策を講じて、これを役員及び従業員に周知徹底すること。 

ウ 今後、表示の裏付けとなる合理的な根拠をあらかじめ有することなく、同様

の表示を行わないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に対する問合せ先】 

消費者庁表示対策課食品表示対策室 

電    話 ０３－３５０７－９１２２ 

ホームページ http://www.caa.go.jp/ 

 

公正取引委員会事務総局九州事務所取引課 

電    話 ０９２－４３１－６０３１ 

ホームページ http://www.jftc.go.jp/regional_office/kyusyu/ 
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【対象商品】 

商 品 名 えがおの黒酢

名 称 玄米黒酢加工食品

原材料名

黒酢濃縮粉末（黒酢、米粉、米エキス）、大豆ペプチド、えんどう

豆ペプチド、植物油脂、大豆油、紅花油、黒酢もろみ粉末、納豆

菌抽出物（納豆キナーゼ含有）、黒大豆ペプチド、ゼラチン、グリ

セリン、ミツロウ、フラボノイド色素、大豆レシチン

内 容 量 ３４．７２グラム（５６０ミリグラム×６２粒）

別紙１ 
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別紙２
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別紙３
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○ 不当景品類及び不当表示防止法（抜粋） 

（昭和三十七年法律第百三十四号） 

 

 （目的） 

第一条 この法律は、商品及び役務の取引に関連する不当な景品類及び表示による顧客の

誘引を防止するため、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれのあ

る行為の制限及び禁止について定めることにより、一般消費者の利益を保護することを

目的とする。 

 

 （不当な表示の禁止） 

第四条 事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに

該当する表示をしてはならない。 

一 商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のもの

よりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似

の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると

示す表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択

を阻害するおそれがあると認められるもの 

二 商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事業者と同種

若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも取引の

相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示であつて、不当に顧客を誘

引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められ

るもの 

三 前二号に掲げるもののほか、商品又は役務の取引に関する事項について一般消費者

に誤認されるおそれがある表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自

主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認めて内閣総理大臣が指定するもの 

 

２ 内閣総理大臣は、事業者がした表示が前項第一号に該当するか否かを判断するため必

要があると認めるときは、当該表示をした事業者に対し、期間を定めて、当該表示の裏

付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めることができる。この場合において、

当該事業者が当該資料を提出しないときは、第六条の規定の適用については、当該表示

は同号に該当する表示とみなす。 

 

 （措置命令） 

第六条 内閣総理大臣は、第三条の規定による制限若しくは禁止又は第四条第一項の規定

に違反する行為があるときは、当該事業者に対し、その行為の差止め若しくはその行為

が再び行われることを防止するために必要な事項又はこれらの実施に関連する公示その

他必要な事項を命ずることができる。その命令は、当該違反行為が既になくなつている

場合においても、次に掲げる者に対し、することができる。 

一 当該違反行為をした事業者 

二 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人が合併により消滅

したときにおける合併後存続し、又は合併により設立された法人 

三 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人から分割により当

該違反行為に係る事業の全部又は一部を承継した法人 

四 当該違反行為をした事業者から当該違反行為に係る事業の全部又は一部を譲り受け

た事業者 

（参考１） 
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 （報告の徴収及び立入検査等）  

第九条 内閣総理大臣は、第六条の規定による命令又は前条第一項の規定による勧告を行

うため必要があると認めるときは、当該事業者若しくはその者とその事業に関して関係

のある事業者に対し、その業務若しくは財産に関して報告をさせ、若しくは帳簿書類そ

の他の物件の提出を命じ、又はその職員に、当該事業者若しくはその者とその事業に関

して関係のある事業者の事務所、事業所その他その事業を行う場所に立ち入り、帳簿書

類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。  

２～３ （省略） 

 

 （権限の委任等） 

第十二条 内閣総理大臣は、この法律による権限（政令で定めるものを除く。）を消費者

庁長官に委任する。 

２ 消費者庁長官は、政令で定めるところにより、前項の規定により委任された権限の一

部を公正取引委員会に委任することができる。 

３ （省略）  

４ 公正取引委員会、事業者の事業を所管する大臣又は金融庁長官は、前二項の規定によ

り委任された権限を行使したときは、政令で定めるところにより、その結果について消

費者庁長官に報告するものとする。 

５～１１ （省略） 

 

 

 

○ 不当景品類及び不当表示防止法第十二条の規定による権限の委任等に関する政令（抜

粋） 
（平成二十一年政令第二百十八号） 

 

 （消費者庁長官に委任されない権限）  

第一条 不当景品類及び不当表示防止法（以下「法」という。）第十二条第一項の政令で

定める権限は、法第二条第三項及び第四項、第三条、第四条第一項第三号、第五条第一

項（消費者委員会からの意見の聴取に係る部分に限る。）及び第二項、第七条第二項並

びに同条第三項及び第四項（これらの規定を同条第五項において準用する場合を含む。）

の規定による権限とする。 

 

 （公正取引委員会への権限の委任） 

第二条 法第十二条第一項の規定により消費者庁長官に委任された権限のうち、法第九条

第一項の規定による権限は、公正取引委員会に委任する。ただし、消費者庁長官が自ら

その権限を行使することを妨げない。 
 

  

17



景品表示法による表示規制の概要 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

（参考２） 

 

（参考２） 

 

（参考２） 

 

景
品
表
示
法 

第
４
条
（
不
当
な
表
示
の
禁
止
） 

不
当
な
表
示 

○優良誤認表示（４条１項１号） 

商品・サービスの品質、規格その他の内容についての不当表示 

○有利誤認表示（４条１項２号） 

商品・サービスの価格その他取引条件についての不当表示 

不実証広告規制（４条２項） 

 消費者庁長官は、商品・サービスの内容（効果、性能）に関する優

良誤認表示に該当するか否かを判断する必要がある場合に、期間を定

めて、事業者に表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を

求めることができる。 

⇒ 事業者が資料を提出しない場合又は提出された資料が

表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものと認められ

ない場合は、当該表示は不当表示とみなされる。 

①商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、実際のもの

よりも著しく優良であると示す表示 

①無果汁の清涼飲料水等についての表示 

②商品の原産国に関する不当な表示 

③消費者信用の融資費用に関する不当な表示 

④不動産のおとり広告に関する表示 

⑤おとり広告に関する表示 

⑥有料老人ホームに関する不当な表示 

①商品・サービスの取引条件について、実際のものよりも取引の相

手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 

○商品・サービスの取引に関する事項について一般消費者に誤認される

おそれがあると認められ内閣総理大臣が指定する表示（４条１項３号） 

②商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、事実に相違

して競争事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表示 

②商品・サービスの取引条件について、競争事業者に係るものより

も取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 
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消 表 対 第 ４ ６ ６ 号 

平成２８年３月３０日 

株式会社えがお 

代表取締役 北野 忠男 殿 

消費者庁長官 板東 久美子  

（公印省略）  

不当景品類及び不当表示防止法第６条の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「えがおの黒酢」と称する食品（以下「本件商品」という。）の

取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第４条第１項の規定により禁止されている同項第１号に該当する不当

な表示を行っていたので、同法第６条の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に販売する本件商品に係る表示に関して、次に掲げる事

項を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法につい

ては、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件商品を一般消費者に販売するに当たり 

(ｱ) 平成２５年３月１９日から平成２６年９月３０日までの間、自社ウェブサイト

における別表１記載のウェブアドレスのウェブページにおいて、例えば、「アミ

ノ酸一般食酢の１２０倍のえがおの黒酢でダイエットサポート！」、「『黒酢』

に含まれたアミノ酸のメラメラパワー！」、「不足していたのはメラメラ力だっ

たんですね・・・」、「人より効果が出にくい私。最初からアミノ酸を使ってた

ら・・・」、「タンスの奥のジーンズが出せた！」、「運動量は変わらないのに

遂に出産前のスタイルに！」等と、別表１「表示内容」欄記載のとおり記載する

ことにより 

(ｲ) 平成２６年５月２２日から平成２７年５月３０日までの間、自社ウェブサイト

における別表２記載のウェブアドレスのウェブページにおいて、例えば、「えが

おの黒酢であっという間の目標達成！その仕組みとは？」、「たとえば、脂肪１

ｋｇ（約７，０００ｋｃａｌ）を燃やすにはこんな運動＆食事制限が必要なんで

す。」、「ウオーキング約６３時間！」、「平泳ぎ約１３時間！」、「絶食約７

別 添
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日！」、「こんなに？できない！」、「そこで注目したいのが人が本来持ってい

る“メラメラ力！”という名の力！」、「そうです！このメラメラ力！をサポー

トすれば本来の力をぐんぐん高めることが出来るのです！！」等と、別表２「表

示内容」欄記載のとおり記載することにより 

あたかも、本件商品を摂取するだけで、特段の運動や食事制限をすることなく、容

易に著しい痩身効果が得られるかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものより

も著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し、前記⑴記載の表示と

同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及

び従業員に周知徹底しなければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件商品又はこれと同種の商品の取引に関し、表示の裏付けとなる

合理的な根拠をあらかじめ有することなく前記⑴記載の表示と同様の表示をしてはな

らない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいて採った措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ 株式会社えがお（以下「えがお」という。）は、熊本市東区東町四丁目１０番１号

に本店を置き、健康食品の製造・販売業等を営む事業者である。 

⑵ えがおは、平成１７年３月以降、本件商品を通信販売の方法により一般消費者に販

売しているところ、本件商品の表示内容を自ら決定している。 

⑶ア えがおは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり 

(ｱ) 平成２５年３月１９日から平成２６年９月３０日までの間、自社ウェブサイト

における別表１記載のウェブアドレスのウェブページ（別添１）において、例え

ば、「アミノ酸一般食酢の１２０倍のえがおの黒酢でダイエットサポート！」、

「『黒酢』に含まれたアミノ酸のメラメラパワー！」、「不足していたのはメラ

メラ力だったんですね・・・」、「人より効果が出にくい私。最初からアミノ酸

を使ってたら・・・」、「タンスの奥のジーンズが出せた！」等と、別表１「表

示内容」欄記載のとおり記載することにより 

(ｲ) 平成２６年５月２２日から平成２７年５月３０日までの間、自社ウェブサイト

における別表２記載のウェブアドレスのウェブページ（別添２）において、例え

ば、「えがおの黒酢であっという間の目標達成！その仕組みとは？」、「たとえ

ば、脂肪１ｋｇ（約７，０００ｋｃａｌ）を燃やすにはこんな運動＆食事制限が

必要なんです。」、「ウオーキング約６３時間！」、「平泳ぎ約１３時間！」、
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「絶食約７日！」、「こんなに？できない！」、「そこで注目したいのが人が本

来持っている“メラメラ力！”という名の力！」、「そうです！このメラメラ

力！をサポートすれば本来の力をぐんぐん高めることが出来るのです！！」等

と、別表２「表示内容」欄記載のとおり記載することにより 

あたかも、本件商品を摂取するだけで、特段の運動や食事制限をすることなく容易 

に著しい痩身効果が得られるかのように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第４条第１項第１号に該当

する表示か否かを判断するため、同条第２項の規定に基づき、えがおに対し、期間

を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたとこ

ろ、えがおは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資料

は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められないもの

であった。 

 

３  法令の適用 

前記事実によれば、えがおが自己の供給する本件商品の取引に関し行った表示は、景

品表示法第４条第２項の規定により、同条第１項第１号に該当する、本件商品の内容に

ついて、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、不

当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがある

と認められる表示とみなされるものであって、かかる行為は、同項の規定に違反するも

のである。 

 

４  法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）第５７条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第６条及び第４５条の規定

に基づき、天災その他異議申立てをしなかったことについてやむをえない理由がある

ときを除き、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６０日以内に、書

面により消費者庁長官に対し異議申立てをすることができる。 

（注） 行政不服審査法第４８条において準用する同法第１４条第３項の規定により、

正当な理由があるときを除き、処分があったことを知った日の翌日から起算して

６０日以内であっても、処分の日の翌日から起算して１年を経過したときは、異

議申立てをすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項

及び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日から６か月以

内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提起すること
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ができる。 

（注１） 行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日から６か月以内であっても、この処分の日か

ら１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 

（注２） 行政事件訴訟法第１４条第１項の規定により、正当な理由があるときを除き、

異議申立てをして決定があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その決

定があったことを知った日から６か月以内に提起することができる。ただし、

行政事件訴訟法第１４条第２項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、

その決定があったことを知った日から６か月以内であっても、その決定の日か

ら１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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自社ウェブサイト（http://www.241241.jp/lp/ek/lp001/）の表示 

表示内容 

・「アミノ酸一般食酢の１２０倍のえがおの黒酢でダイエットサポート！」 

・「『黒酢』に含まれたアミノ酸のメラメラパワー！」、「不足していたのはメラメラ力だったん

ですね・・・」、「人より効果が出にくい私。最初からアミノ酸を使ってたら・・・」、「タン

スの奥のジーンズが出せた！」、「運動量は変わらないのに遂に出産前のスタイルに！」 

・「こんな方にオススメします！」、「年齢とともにぽっちゃりが気になりだした・・・」、「そん

なに食べてないのに変化が起きやすい・・・」、「デスクワーク中心で体を動かす事が少ない

・・・」 

・「黒酢に含まれるアミノ酸のメラメラパワー！で本気で健康的なダイエットをサポート！」 

・「本気で健康的なダイエットをサポートする黒酢のアミノ酸のチカラ 次は、あなたが実感

してください！」 

・「えがおの黒酢と運動でダイエット目標達成！その仕組とは？」 

・「例えば、脂肪１ｋｇ（約７，０００ｋｃａｌ）を燃やすにはこんな運動＆食事制限が必要な

んです。」、「ウオーキング 約６３時間」、「水泳 約１３時間」、「断食 約７日」、「こんなに

できない！」 

・「そこで注目したいのが人が本来持ってる“メラメラ力！”という名の力！」、「人が１日に消

費するカロリーの６０～７０％はメラメラ力によって消費されます。メラメラ力とは、安静

状態でもジワジワと燃焼するエネルギーのことで、４０才５５ｋｇの女性なら、１日中じっ

としていても約１１００ｋｃａｌ消費すると言われています。」、「そうです！このメラメラ

力をサポートすれば本来の力をぐんぐん高める事が出来るのです！」、「そのメラメラ力に欠

かせないのが・・・アミノ酸」 

・「『えがおの黒酢』人気の理由は『黒酢』のアミノ酸のメラメラパワー！！」、「メラメラ力の

カギを握るアミノ酸がたっぷり！」、「黒酢と言えば、ダイエットというイメージを思い浮か

べる方も多いかもしれません。その大きな理由は『アミノ酸』にあります。貴重な国産黒酢

を使用した『えがおの黒酢』はアミノ酸を一般食酢の約１２０倍も含んでいます。」 

・「メラメラ力！に欠かせないアミノ酸が食酢の約１２０倍 目指せ！２４時間メラメラしっ

ぱなし！」、「さらに！ アミノ酸はさらなるメラメラ力！アップに欠かせない筋肉を作る材

料にも！」、「メラメラ＆作るのダブルパワーでスピードダイエットを目指します！」 

別表１
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 自社ウェブサイト（http://www.241241.jp/lp/ek/lp075/）の表示 

表示内容 

・「いつもの軽い運動と一緒に 飲み始めて３０日」、「苦しかったジーンズがスルッと上がっ

たんです！大阪府３７才 Ｎ．Ｈ様」、「食べる量を減らしている。運動もしているのに・・

・減らない。」、「その原因は、メラメラ力！」、「ちょっとした運動をいつも心がけている人に

こそアミノ酸パワーを上手に活用！」、「メラメラ力！があがれば効果もあがる！『なかなか

結果が出ない！』あなたを、アミノ酸がメラメラ状態に導きます！」 

・「不足していたのはメラメラ力！だったんですね・・・」、「人より効果が出にくい私・・・。

最初からアミノ酸を使っていたら・・・」、「タンスの奥のジーンズが出せた！」、「運動量は

変わらないのに遂に出産前のスタイルに！」 

・「えがおの黒酢はこんな方におすすめです」、「美容・ダイエットに力を入れている方」 

・「いつもの軽い運動と一緒に 飲み始めて３０日」、「えがおの黒酢であっという間の目標達

成！その仕組みとは？」、「プヨプヨを減らすには、体内のカロリーを消費することが何より

の近道。でも、運動や食事制限だけで脂肪をメラメラさせるのはとても大変ですよね・・・

・・・」 

・「たとえば、脂肪１ｋｇ（約７，０００ｋｃａｌ）を燃やすにはこんな運動＆食事制限が必要

なんです。」、「ウオーキング約６３時間！」、「平泳ぎ約１３時間！」、「絶食約７日！」、「こん

なに？できない！」 

・「そこで注目したいのが人が本来持っている“メラメラ力！”という名の力！」、「人が１日に

消費するカロリーの６０～７０％はメラメラ力によって消費されます。」、「メラメラ力とは

、安静状態でも消費するエネルギーのことで、４０才５５ｋｇの女性なら、１日中じっとし

ていても約１１００ｋｃａｌ消費すると言われています。」、「そうです！このメラメラ力！

をサポートすれば本来の力をぐんぐん高めることが出来るのです！！」、「基礎代謝に欠かせ

ないのがアミノ酸 Ａｍｉｎｏ ａｃｉｄ」、「更なるメラメラ力！ＵＰに欠かせない、筋肉

を作るための材料」 

・「メラメラ力！に欠かせないアミノ酸が特濃の約１２０倍」、「目指せ！２４時間メラメラし

っぱなし！」、「さらに！ アミノ酸はさらなるメラメラ力！アップに欠かせない筋肉を作る

材料にも！」、「メラメラ＆作るのダブルパワーでスピードダイエットを目指します！」 

別表２
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